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27
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０
１
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議
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共
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後
期
高
齢
者
医
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広
域
連
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議
会

15
日　

議
会
運
営
委
員
会

19
日　

京
都
地
方
税
機
構
議
会

22
日　

本
会
議

�

　

第
１
日
（
第
１
回
定
例
会
）

　
　
　

議
員
全
員
協
議
会

３
月３

日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

会
派
代
表
者
会
議

４
日　

本
会
議

�

　

第
２
日
（
一
般
質
問
）

７
日　

本
会
議　

�

第
３
日
（
一
般
質
問
）

８
日　

本
会
議　

�

第
４
日
（
一
般
質
問
）

９
日　

厚
生
常
任
委
員
会

10
日　

建
設
環
境
常
任
委
員
会

11
日　

文
教
常
任
委
員
会

14
日　

総
務
常
任
委
員
会

15
日　

競
輪
場
対
策
特
別
委
員
会

16
日　

議
会
運
営
委
員
会

17
日　

本
会
議　

最
終
日

24
日　

乙
訓
環
境
衛
生
組
合
議
会

25
日　

乙
訓
福
祉
施
設
事
務
組
合

�

議
会

28
日　

乙
訓
消
防
組
合
議
会

議
会
の
う
ご
き

　

本
予
算
は
骨
格
予
算
で
あ
り
、

必
要
な
事
業
、
継
続
事
業
に
絞
ら

れ
た
内
容
で
あ
る
が
、
評
価
で
き

る
点
を
述
べ
た
い
。
苦
し
い
財
政

状
況
の
な
か
、
小
・
中
学
校
の
耐

震
化
事
業
に
精
力
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
子
ど
も
達
の
安
全
確
保

と
避
難
施
設
と
し
て
活
用
さ
れ
る

公
共
施
設
の
維
持
管
理
の
観
点
か

ら
、
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
も
ら

い
た
い
。
災
害
時
に
支
援
を
必
要

と
す
る
障
が
い
者
や
高
齢
者
の
情

報
を
収
集
し
、
活
用
す
る
災
害
時

要
配
慮
者
避
難
支
援
事
業
に
つ
い

て
は
、
災
害
時
の
支
援
者
・
被
支

援
者
の
避
難
に
十
分
配
慮
し
た
か

た
ち
で
事
業
を
進
め
て
も
ら
い
た

い
。
新
年
度
に
導
入
す
る
基
幹
業

務
支
援
シ
ス
テ
ム
で
は
、
業
務
の

標
準
化
と
経
費
の
節
減
を
図
り
、

し
っ
か
り
し
た
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
を
望
む
。
今
後
の
市
政
運
営

に
あ
た
っ
て
は
、
危
機
管
理
意
識

の
向
上
と
そ
の
事
務
手
順
の
再
検

証
、
国
会
の
動
向
を
予
測
し
た
準

備
・
取
組
を
求
め
、
本
予
算
に
賛

成
す
る
。

　

本
予
算
は
、
市
民
生
活
が
い
っ

そ
う
困
難
さ
を
増
す
今
、
暮
ら

し
・
福
祉
を
し
っ
か
り
守
る
内
容

で
は
な
い
。
共
産
党
が
提
出
し
た

水
道
料
金
値
下
げ
条
例
は
、
市
民

の
「
値
下
げ
署
名
」
や
世
論
の
力

に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
も
の
で
あ

り
、
市
民
は
一
日
も
早
い
値
下
げ

を
願
っ
て
い
る
。
阪
急
洛
西
口
駅

東
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
の
事

業
費
31
億
円
（
国
・
府
・
市
）
の

う
ち
、
２
億
２
９
４
０
万
円
が
予

算
化
さ
れ
て
い
る
。
利
益
が
地
権

者
に
限
ら
れ
、
ま
た
中
・
高
層
マ

ン
シ
ョ
ン
が
建
て
ば
大
手
開
発
業

者
も
大
き
な
利
益
を
得
る
こ
と
に

な
り
、
こ
の
よ
う
な
大
型
開
発
優

先
の
税
金
の
使
い
方
は
改
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
行
革
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
は
新
た
な
市
民
負
担
が
計
画

さ
れ
て
い
る
。
市
民
の
福
祉
と
く

ら
し
を
守
る
と
い
う
自
治
体
の
責

務
か
ら
、
行
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
抜

本
的
に
見
直
す
べ
き
で
あ
る
。
大

型
開
発
を
止
め
、
く
ら
し
応
援
の

市
政
実
現
の
た
め
、
本
予
算
に
は

反
対
す
る
。

　

本
予
算
は
、
逼
迫
し
た
財
政
状

況
の
な
か
、
第
５
次
向
日
市
総
合

計
画
の
実
現
性
を
高
め
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
持
続
可
能
な

都
市
経
営
を
行
う
た
め
に
策
定
し

た
行
財
政
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基

づ
き
、
財
政
の
健
全
化
に
配
慮
し

つ
つ
、
限
ら
れ
た
財
源
の
重
点

的
・
効
率
的
な
配
分
に
努
め
、
骨

格
予
算
と
は
い
え
、
苦
労
の
跡
が

随
所
に
見
ら
れ
る
予
算
で
あ
る
。

学
校
の
耐
震
化
な
ど
、
急
を
要
す

る
事
業
や
継
続
的
な
事
業
の
ほ

か
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
直
結
す
る

費
用
を
計
上
し
、
市
民
生
活
に
支

障
を
き
た
さ
な
い
よ
う
配
慮
さ
れ

た
予
算
と
な
っ
て
お
り
、
長
期
的

な
視
野
に
立
っ
た
堅
実
な
内
容
で

あ
る
と
評
価
す
る
。
本
市
に
は
、

キ
リ
ン
ビ
ー
ル
跡
地
開
発
、
洛
西

口
駅
東
地
区
土
地
区
画
整
理
事

業
、
向
日
町
競
輪
場
問
題
な
ど
、

引
き
続
き
取
り
組
む
べ
き
多
く
の

課
題
が
山
積
し
て
お
り
、
今
後
は

地
方
分
権
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
向

日
市
に
充
実
発
展
さ
せ
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

　

骨
格
予
算
と
は
い
え
、
議
会
軽

視
の
な
い
な
い
づ
く
し
は
逃
げ
切
り

だ
。
水
道
料
金
値
下
げ
は
任
期
中

に
行
う
べ
き
だ
。
北
野
台
雨
水
貯

留
槽
漏
水
問
題
で
は
、
開
発
事
業

者
が
支
払
い
に
応
じ
な
い
場
合
は
提

訴
す
る
と
の
答
弁
を
繰
り
返
し
た

が
、
本
当
に
裁
判
に
勝
て
る
の
か
説

明
責
任
を
果
た
す
必
要
が
あ
る
。

漏
水
事
故
の
議
会
へ
の
報
告
が
遅
れ

た
。
隠
さ
な
い
、う
そ
を
つ
か
な
い
、

過
小
評
価
し
な
い
を
徹
底
し
、
情

報
を
開
示
し
て
も
ら
い
た
い
。
市
長

が
市
長
た
る
責
務
を
果
た
し
て
こ
な

か
っ
た
こ
と
が
反
対
理
由
の
第
一
で

あ
る
。
寺
戸
公
民
館
内
の
市
民
協

働
セ
ン
タ
ー
の
予
算
は
、
公
民
館
活

動
の
利
用
者
を
圧
迫
す
る
も
の
で
あ

り
、
快
適
で
活
発
に
活
動
で
き
る
Ｎ

Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
を
早
く
用
意
す
べ
き

だ
。
今
回
も
巡
回
バ
ス
や
男
女
共
同

参
画
セ
ン
タ
ー
の
予
算
が
入
っ
て
い

な
い
。
市
民
の
あ
た
り
ま
え
の
願
い

を
し
っ
か
り
正
し
く
受
け
と
め
る
よ

う
要
望
し
、
本
予
算
に
反
対
す
る
。

　

本
予
算
の
編
成
方
針
は
、
第
５

次
向
日
市
総
合
計
画
の
実
行
を
柱

に
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
な
か
に

あ
っ
て
も
職
員
の
創
意
工
夫
と
知

恵
を
結
集
し
、
市
民
生
活
を
守
る

た
め
に
機
能
す
る
こ
と
、
可
能
な

限
り
無
駄
を
省
き
、
住
民
福
祉
の

向
上
を
達
成
す
る
た
め
に
努
力
を

惜
し
む
こ
と
な
く
、市
民
ニ
ー
ズ
を

的
確
に
捉
え
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

そ
の
結
果
、
骨
格
予
算
で
は
あ
る

が
、子
ど
も
達
の
安
全
を
守
る
小・

中
学
校
の
耐
震
化
や
、に
ぎ
わ
い・

活
力
を
生
み
出
す
た
め
の
洛
西
口

駅
東
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
・

寺
戸
森
本
幹
線
１
号
な
ど
の
道
路

新
設
改
良
費
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

緊
急
雇
用
創
出
事
業
な
ど
市
民
生

活
に
配
慮
し
た
予
算
は
引
き
続
き

計
上
し
、
国
庫
支
出
金
、
有
利
な

地
方
債
や
交
付
金
な
ど
特
定
財
源

を
う
ま
く
活
用
す
る
一
方
で
、支
出

を
抑
制
す
る
こ
と
で
得
ら
れ
た
財

源
を
有
効
活
用
す
る
な
ど
、
知
恵

と
工
夫
を
凝
ら
し
た
予
算
に
大
い

に
評
価
し
、
賛
成
す
る
。

　

市
は
、市
民
が
納
め
た
税
金
で
、

最
小
限
に
し
て
最
大
限
の
効
果
を

あ
げ
る
よ
う
努
力
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
今
の
財
政
状
況
で
、
１

２
０
万
円
の
市
長
交
際
費
は
不
要

で
あ
る
。
前
回
の
12
月
議
会
で
は
、

創
税
、
つ
ま
り
増
税
を
検
討
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
の
答
弁
が

あ
っ
た
が
、
ま
ず
は
市
が
質
素
倹

約
を
最
大
限
に
し
た
う
え
で
始
め

る
こ
と
で
あ
る
。
各
種
団
体
等
へ

の
補
助
金
や
清
掃
委
託
費
を
含
む

保
守
管
理
費
の
予
算
で
は
努
力
が

み
ら
れ
な
い
。
職
員
人
件
費
は
、

総
額
は
減
っ
て
い
る
が
、
管
理
職

手
当
の
増
額
や
時
間
外
手
当
を
抑

え
る
こ
と
は
サ
ー
ビ
ス
残
業
に
つ
な

が
り
か
ね
な
い
。
苦
し
い
財
政
で

は
あ
る
が
、
再
任
用
を
含
め
抜
本

的
な
改
善
に
努
力
し
、
正
規
職
員

を
一
人
で
も
多
く
採
用
す
べ
き
で
あ

る
。
職
員
の
福
利
厚
生
は
、
市
民

の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
改
善
と

広
報
努
力
が
必
要
で
あ
る
。
本
予

算
は
、
財
政
逼
迫
時
の
骨
格
予
算

と
は
理
解
で
き
ず
反
対
で
あ
る
。

　

本
予
算
は
、
骨
格
で
は
あ
る
も

の
の
、
市
民
の
暮
ら
し
と
命
を
守

る
施
策
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
た
重

要
な
予
算
で
あ
る
。
特
に
防
災
分

野
で
は
、
小
・
中
学
校
の
耐
震
化

事
業
、
住
宅
耐
震
診
断
・
改
修
事

業
、
災
害
時
要
配
慮
者
避
難
支
援

事
業
な
ど
、
こ
の
た
び
の
震
災
に

よ
る
甚
大
な
被
害
を
目
の
当
た
り

し
て
い
る
今
、
改
め
て
本
市
に
お

い
て
も
決
し
て
遅
ら
せ
る
こ
と
は

許
さ
れ
な
い
重
要
な
事
業
で
あ
る
。

福
祉
分
野
で
は
、
介
護
予
防
住
宅

改
良
助
成
事
業
、
聴
覚
障
が
い
者

情
報
支
援
緊
急
基
盤
整
備
事
業
な

ど
、
支
え
あ
う
地
域
社
会
、
安
心・

安
全
な
地
域
社
会
の
構
築
を
目
指

す
観
点
か
ら
大
変
重
要
な
施
策
で

あ
る
。
そ
の
他
、
妊
婦
健
康
診
査

の
公
費
負
担
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

等
感
染
症
対
策
、
小
・
中
学
校
へ

の
エ
ア
コ
ン
設
置
に
向
け
た
調
査

業
務
な
ど
、
こ
れ
ら
の
事
業
を
円

滑
に
進
め
る
こ
と
が
、
真
に
市
民

本
位
・
市
民
目
線
で
の
取
組
で
あ

る
と
考
え
、本
予
算
に
賛
成
す
る
。

賛 成

討

論

平
成
23
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
案
の
採
決

に
際
し
、
賛
成
討
論
を
４
議
員
、
反
対
討
論

を
３
議
員
が
行
い
ま
し
た
。

要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。

反 対

長
期
的
な
視
野
に
立
っ
た

堅
実
な
予
算
を
評
価

新
政
21 

小
山
市
次 

議
員

賛 成

市
民
の
願
い
を
正
し
く
受
け

止
め
る
予
算
を
要
望
す
る

飛
鳥
井
佳
子 
議
員

反 対

反 対

賛 成

最
大
限
の
効
果
を
あ
げ
る

予
算
へ
の
努
力
が
必
要

野
田
隆
喜 

議
員

市
民
の
暮
ら
し
と
命
を

守
る
予
算
に
賛
成

公
明
党
議
員
団 

冨
安
輝
雄 

議
員

　
未
曾
有
の
東
日
本
大
震
災
と
福

島
第
一
原
発
の
事
故
へ
の
あ
ら
ゆ
る

支
援
策
強
化
の
た
め
、
全
議
員
が

決
議
を
あ
げ
、
義
援
金
を
送
り
ま
し

た
。
今
後
、
国
も
地
方
も
厳
し
い
財

政
難
が
予
測
さ
れ
、
あ
れ
も
こ
れ
も

で
は
な
く
、
あ
れ
か
こ
れ
か
を
取
捨

選
択
す
る
市
政
運
営
と
な
る
こ
と
は

必
至
で
あ
り
、
よ
り
議
会
の
重
要
性

が
高
ま
り
ま

す
。
引
き
続

き
市
民
の
期

待
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
頑

張
り
ま
す
。

議
会
活
性
化

特
別
委
員
会

賛 成

請願の処理経過及び結果について（報告）

　昨年12月議会で採択された請願について、３月14日に市長
から次のとおり報告がありました。

請願第10号
「中村垣内ガレージ」（駐車場）の住宅開発などにともなう寺戸
地区西部丘陵地域の雨水排水対策についての請願
［処理経過及び結果］（抜粋）
１�　北野台貯留槽の改修については、本年第１回定例会に補正
予算案を提案し議決を得て貯留槽の機能回復を図り、周辺住
民の皆様方をはじめ下流域の方々が安心していただける安全
な施設にしてまいります。

　�　なお、中村垣内地内の開発事業については、北野地内にお
ける開発とは別の開発行為であり、都市計画法、向日市まち
づくり条例等に基づき適正な手続きが行われていることか
ら、行政指導により、手続きを凍結することは困難であると
存じます。

２�　雨水貯留施設については、「向日市開発行為等に係る雨水
流出抑制施設設置技術指針」により開発事業者に設置を義務
づけているところであり、中村垣内地内の開発計画において
は、約30立方メートルの雨水流出抑制施設（浸透ます等）が
必要となりますが、開発事業計画では、必要量を上回る36
立方メートルの雨水流出抑制施設（浸透ます等）が設置される
こととなっております。

３�　中村垣内地内の開発地の雨水排水路周辺については、既に
土地利用がされており向日市の取得（認定）基準にも適合して
いないことから、開発事業者が責任を持って管理を行うもの
です。

　�　なお、緊急時には市が維持管理等について対応することで
地権者の同意を得ております。

　本会議で議員から提出された意見書案４件のうち
３件を原案どおり可決し、関係機関へ送付しました。

 原案可決
◦ＴＰＰへの参加に反対する意見書
◦�民意を締め出す比例定数の削減をしないように
求める意見書

◦若者雇用対策の更なる充実を求める意見書

 否　　決
◦�大幅増員と夜勤改善で安全・安心の医療・介護
を求める意見書

意　　見　　書

５月24日（火） 本会議（提出議案の説明等）
６月 ３ 日（金） 本会議（一般質問）

６ 日（月） 本会議（一般質問）
７ 日（火） 本会議（予備日）
９ 日（木） 厚生常任委員会
10日（金） 建設環境常任委員会
13日（月） 文教常任委員会
14日（火） 総務常任委員会
20日（月） 本会議（議案等の討論・採決）

　会議時間はいずれも午前10時からの予定です。お気軽
にお越し下さい。なお、一般質問の事項は公共施設等で
事前に公表されます。お問い合わせは議会事務局まで。

議会事務局　9 3 1 － 1 1 1 1（内線 3 1 8）

６月定例会の予定
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